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高校生 に おけ る遊び とメ デ ィ ア とス ポー
ツ

　　　　　 ○森 楙 　 ○湯 地 宏樹

　　　　　（広島修道大学）　　　　　 （比治山大学短期大学部）

　　　　　　　　　目　　的

　 「生活」それ自体が 「遊び」で ある とい われる よ

うに
， 子どもの成長発達にとっ て遊びやス ポ

ー
ツ は

不可欠で ある 。 しか し， 現在の子 どもたちは
， 都市

化に よる遊び場の 不足 ， 少子化に よる きょ うだい ・

仲間の 減少， テ レ ビ
， テ レ ビゲ

ー
ム などの屋内遊び

の 普及などに よ り， 友だちとの外 遊びが著しく変質

して い る 。

　われわれは、子どもの遊びの 中心であるテ レビゲー

ム につ い て
， 高校生 をの ぞ く幼児か ら大学生まで を

対象に，継続的に研究を行 っ て きた 。 そして ， テ レ

ビゲーム で 遊ぶ 子ど もは 、
一

般 にい わ れて い る

ほ ど外遊 びや 学習面 に特に 問題が ある わけで は

な く、 む しろ ，
い ろ い ろなこ とに興味 を抱 く好

奇心の 旺盛なタイプの 子 で
，

コ ン ピュ
ー

タ ・リテ

ラシーとも深い 関係があるこ と等 をい くつ かの 調査

デ
ー

タをもとに明 らか に して きた （森 ・湯地 ，

1994a，　1994b，　1995，　1996，　1997）　。

　本研究で は
，

こ れまでのテ レビ ゲ
ー

ム研究で未調

査であっ た高校生 を対象に調査を行い
， かれ らの遊

びやメディア行動 ， さらにはスポ ー
ツの実態につ い

て さぐる とともに ， 子 ども時代の遊び体験がそれら

とどの ような関連があるか を調査データをもとに明

らかにする 。

　　　　　　　　　方　　法

  調査対象

　広島市内の 県立N 高校の高校生 ， 男子182名女子

200名， 計382名 （1年185名2年75名 3年122名）を

対象に、1998年 7月に実施 した。

  調査項目

　質問の内容は 、 メディアにつ い ては
， テレビの視

聴時間， テ レビゲ
ー

ム の 頻度と遊 び時間、 テレビや

テ レビゲー
ムの ジ ャ ン ルの嗜好度 メ ディア 噺聞 ，

テレビ
、

ビデオ 、 本、テ レビゲー
ムなめ 接触伏況、

コ ン ピュ
ータ用語の認知度などである。

　ス ポ
ー

ッや運動に関しては
， 活動して い る部 （ク

ラブ），
正選手か補欠か の質問，ス ポー

ツや運動の

効果に関する質問である 。 子どもの頃の遊びにつ い

ては，遊びの種類と遊び能力に つ い て尋ねて い る。

　テ レビの視聴時間やテレビゲ
ーム の遊び時間は記

述
，

メ ディ ア接触状況は 「はい 」　「い い え」の 2段

階 ， それ以外はすべ て 4段階評定である。

  調査手続き

　調査は質問紙法 を用いて行っ た 。 授業の なかで質

問紙を配布 し、 回答後、その場で 回収した 。

　　　　　　　　　結　　果

1．高校生 とメ ディ ァ

　高校生の テ レビ視聴時問は
，

1年生196分 ，
2年

生156分 ， 3年生 164分 と
， 学年差がみ られた 。 テレ

ビゲ
ーム の頻度と時間では男女差 （男2，58回／週 ，

89分／回 ；女0．39
，
39分）と学年差 （1年1．76，

76

分；2年1．44，65分 ；3年0．83， 39分）がみ られた 。

　メディア行動に関する質問項目をみ てみる と
， 男

女差が顕著だっ た （表 1）。 男女とも 「毎週かかさ

ず見て い る番組が ある」　「新聞の テ レ ビ欄はかなら

ずチ ェ ッ クするj　「ちょ っ とした時間があ っ たらテ

レビを見る」の項 目の得点が高く， 高校生の メディ

ア生活はテ レビ中心である こ とを物語っ て い る 。

　23の項 目つ い て、因子分析 （バ リマ ックス 法）を

行っ た結果、因子 数を 4に したと きに最適解を得た

（表 1） 。 第 1因子は 映像メデ ィアに関する項目、

第II因子は男子が好むマ ンガやテ レビゲ
ー

ムなどの

メディ ア 、 第皿因子はパ ソ コ ンや ワ
ープロ のメディ

ア ， 第IV因子は女子が好む流行メディアだと説明で

きる。 テ レ ビゲ
ーム は

， テ レビと同じ映鰾メ ディ ア

であるにもかかわ らず，
また

，
パ ソ コ ン と同じコ ン

ピェ
ー

タで あるに もかかわ らず，違う因子にあらわ

れた 。 男子が好むメディアで ある とい う特徴もある

が
， 高校生に とっ て はマ ン ガを読むの と同 じ感覚で

テ レビゲ
ー

ム をして い る様子が伺える。
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表 1　 メ デ ィ ア行動 に関する因子分析 （バ リマ ッ クス法）の 結果

男子　 女子 F値 1 口 皿 V　 共通性

缶欝傑吉響呉左聽 誰羂忽耄
｝彎霧 謀驫霧禦軅夢オ を見。

13 ちょ っ と した時間があっ たらテ レ ビ を見る
14 勉強する ときは，たい て い テ レ ビや ラジ オが

　 　つ い てい る
IO 毎避 かか さず読 んでい るマ ン ガの 週刊認が ある

0．76　　　0．82　　−1、31
05 　　　0．60　　，2．00零
O，83　　　0．86　　−0．74
0，30　　 0，37 　　響1．41
0，71　　　0．72　　−0．33
0．32　 　 0、30　 054

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．50
19 ちょ っ と した時問があ っ た らテ レ ビ ゲ

ーム で遊ぶ O、46
4 ．月 に

一
冊 以上 はマ ン ガ を買 う

18 月に
一
本以上 はテ レ ビゲーム ソ フ トを買う

9．新聞の ス ポ ー
ツ欄 を，毎 日か な らず見 る

谿 甥 鰭 編 欝課
が で きる

20 ブ ヲ イ ン ドタ ッ チ で キ ー
が打てる

23 パ ソ コ ン通借や イ ン タ ー
ネ ッ トに加入 してい る

O．520
．OOO
．52

0．22　　 6，06塞 宰

O．11　　8．01 啣

0、33　　3．94韓

α02　　2，6寡寧

0．12　　9、06喉 ＊

0，18　　 0．15　　0．305
0，37　　　0．43　　，1，10
0．0ワ　　 0、Oフ　　O．30
0，05　　 0，05　　0．el

i：籥ε飜 縟 櫨
い 買 っ て しまう

　 8：1琴
3．新 曲はで きる だ けはや く覚える　 　 　　 　　 　 0，35

1：難暢 驕黯 観籍鸛鴛三して ． 罐
7，勉強に 直接関係の ない 本 を図書館 （で借 りる　　 O、03

0．33　　−3．33奉躍

0，49　　響2．51虚

056
．−4．20騨

O，正2　 ，1．93寥

0．03　　　旦．41
0ρ6　 ・1．23

0．66　　−O．OS　　＿O．01　　 0、03　　 0．43
0．59　　0．00 　　0．12 　　90．02　　　0．37
0．暫 　　　0．05　　．O．15　　　0．12　　　0．33
0．54　　0．09　 0，07　　0．06　　 0．3鼠

O．42 　　−O．i2　　−0．12 　　0，12 　　　0．21
0．39　　0．27　　0．01　　 0．09　　　0．24

O．11　　　0．67　　　0，02　　．0，03　　　 〔｝．46
−O．σ7　　0．63　　0．14 　　−0，05　　　0．43
0．20　　　0．6覧　　 0，1且　　一〇．20　　　0．妬
・0，夏2　　0．56　 0」2　　0．28　　 0．43
0，00　　 0．41　　−0．04　　 0．00　　　0，17

，O．07　　　0．08　　0．75　　曹0，06　　　0．58
0．03　　　−0．  　　　O，72　　−0．11　　　 0、努
rO．14　　 0．14　　058 　　 0．17　　　0．40
0．13　　　0．09　　056 　　　0．06　　　0．34

0，｛｝6　　 −O，03　　−0，08　　　0，65　　　0，43
0．28　　−O．22　　pO．05　　　0．59　　　0．偲
O，35　　70．且9　　，0．04　　 D．55　　　0，46
0、15　　　0．04　　 0．02　　　0．斜 　　　　0．31
F〔｝．旦6　　0．29　　0．19　　0，44　　　0．34
，0，08　　　0．ZO　　α29　　　038 　　　0．28

醫季藕率 （％ 〉
2．6　　　2，5　　 16　　　14　　　 8．1
屆2．4　　 12．旦　　 7．6　　　6．6　　　38．7

表 2　運動やス ポー
ッ の 効果 に 関す る 因子分析 （バ リマ ッ ク ス 法）の 結果

男子　 女子 F値 1 甌 田　 共通性

1，上手に なtLる と思 う
13 技術や 記録が向上する と思 う
2 ，体力を高め る こ とが で きる と思 う
5、チ

ー
ム 内 で 認め られ る人 間にな れる と思 う

k 最後までや りとげる 人関に な れる と思 う
4 、多くの 友人がで きる と思う

le お金や時間 の 無駄 に な る と 思．う
ll やりたい こ とがで きな くなる と思 う

1：鷹 1
溜 襲繕 艦 旻患う

i2 負けた り失敗して い や な思 い をする と思 う

1：翳麟 黔 鑼 施 。 、 思 う
7、就職 に 有利に なる と思 う

3．29　　 2、9Q　　4，86虚零

3．34　　　3，10　　3．15窮零

3．52　　　3、33　　　2、63家 竃

2．糾 　　　　2，75　　　1．03
3，12　　 3．22　 −1．19
3．45　　　3．39　　0，73

L84 　　　1．70　　 L51
2．37 　　　2．三9　　 1，67
L81　　 L95　 巳亘．桝
2」 1　　 2，お 　　一L30
255 　　 2．42　　 1，23

3．29　　　3．40　　・1．47
3．22　　　3．31　　■LO3
2．09 　　2．09　・0，01

0．82　　．0．01　　・O、OI　　 O．68
0，69　　−O．OS　　O，19　　　D．51
0，69　　　0．03　　α32　　　0，58
0，66　　 ，α01　　 0．31　　　0．53
0，60　　−0．17　　026 　　　0．46
053 　　 −O．11　　 0、45　　　0．49

一〇、〔8 　　 0，桝 　　FO，11　　 0．73
0、09　　　0．79　　−0，15　　　0．65
−O．35　　　0．68 　　−0、06　　　0．駕
響α29　　　0，62　　　0，24　　　0，53
0．21　　 0．56　　0．02　　　0．37

0．19　　0．00 　　0．80　　0．68
0．24　　 舮G．23　　　0．68　　　0．57
0，夏7　　　0，09　　0，47　　　0，26

園季聽率 （％）
42　　　　2，4　　　11　　　　7，7
29．9　　　17，3　　　7．8　　　55〔｝

表 3　子 ど もの 頃の遊 び に 関する 因子分析 （バ リマ ッ クス 法）の 結果

男子　女子　 F値 I　 　 n 皿 V　共通 性

15 野 球 （三 角ペ
ー

ス ）
16 サ ッ カ

ー
2．ミニ 4駆 ・プラモデ ル作り
9 ，さか な釣 り

8．ロ ーラ
ース ケ

ー
ト

13 バ トミ ン トン

IQ　 （大） なわ とび ・まりっ き

7．メ ン コ ・ビin玉
6．積み木・パ ズル
4 ，お手 玉 ・お は じ き

12 ろ くむ し

1．t 缶 け り・お に ご っ こ

14　ドツ ジ ボ ー
ル

1．テ レ ビゲー
ム

5，囲碁 ・将棋

0，730
，780
．730
．510

．270
．350
．21O

．350
．380
．io0

．620
．820
．81

0．38　　732 騨

0，18　　14、65寧零

0．07　　星7、45寧零

O．20　　6．49躍 襄

O．63　　凾7．43綿

0．76 　　卩巳7竃巌

0、72　 911．35掌零

0，27　　　　1．53
0．63　　4 ，97僻
033 　 −5．84＊＊

0，55　　　1．33
0．91　　，2，67零 塞

O．86 　　　閥1，24

0、75　　　0，49　　5．55離 虚

0．30　　　0．08　　5．58＊零

0．71　，0，01　　 ．O、ca　　O，20　　0、03
α71　．O，21　　 −0，09　　0．U 　　　O，22
0，66　−0．37　　　卩0．03　　．O．05　　0．且0
0，邸 　　0．18 　　　0，11　　一α08　　G、艮3

0，19　 0．74　　　0，09　　・0，05　　¶0，26
＿O．17　0、70　　　0．10　　0．10　　0，09
．O．24　0、58　　 0」9　 0．24　 −O．〔B

0．32 　 0．〔B 　　　O．73 　　0，IO　　幽0．03
尸0．04　0，置3　　　0．68　　0．13　　−0．18
凾O．23　 0」5　　 0．61　 ・O．03　　0．21

0，19　−0．05　　　−0．Ot　　O．72　　−O，18
−0，07　0．09　　　0，23　　0．69　　　0．02
0，07　　0．35　　　−O，04　　0．62　　　0．27

O、13　−0，19　　　，0，t7　　0，02　　 0，71
0．32　0．04　　　0．18　　−O．03　　0．es

O．550
．620
．580
．500

．660
．550
．50O

．640
．餌

0．490

，5905405959

餌

OO

因子寄与

因子寄与率 （％ ）
2，8　　2．4　　　　1．2　　　1ユ　　　 1．00
190 　　16．2　　　8．2　　　6．9　　　6．7S7 ．O
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2．高校生 とス ポ ー
ツ

　現在 ， なにか部 （クラ ブ）活動 をして い るか尋ね

た結果，　「球技関係の 運動部」30，4％ 「球技関係以

外の 運動部」19．2％ 「運動部以外の部 （文化部）」

13．6％ 「はい っ て い ない」36．　9％ だっ た 。 また ， 文

化部における男女差が顕著である （図 1）。

男子 女子

■ 1 ，球技関係 の 運動部

鬮 2 ，球技関係以外 の運動部

鬮 3 ．運動部以外の 部 （文化部）

匿］4 ．は い っ て い な い

図1　男女別にみた部 （ク ラブ）活動の 所属割合

　ス ポ
ー

ツ や運動の効果に関する 14の質問につ い て
，

因子分析を行 っ た結果、 因子数を 3 に した ときに最

適解を得た （表2 ）。 第工因子 は 「上手になれる と

思 う」　「技術や記録が向上すると思う」　「体力を高

めるこ とがで きる と思 う」など
，

スポ
ー

ツ や運動の

ポジテ ィブの効果だとい える。 第 n 因子は 「や りた

い ことが で きな くなる と思う」 「しばらく続けると

あきて しまうと思 う」　「負けた り失敗してい やな思

い をすると思 う」など，
ス ポー

ッ や運動をネガテ ィ

ブにとらえてい る意見である。 第 皿因子は 「健康の

増進に役立 つ と思う」　「気分転換やス トレス発散が

できると思う」　「就職に有利になる と思 う」と二 次

的な効果を期待 して い る。

　第 工因子の 3つ の 項目 （「上手」　「技術や記録の

向上」　「体力の向上」）で男女差がみ られた 。 所属

で は
， 球技関係，42， 球技以外，34，文化部 ＝ 72， 無

所属
一

，24と ，
ス ポ ー

ツ や運動の効果を高く評価し

て い る 。 第皿因子におい て は
， 球技関係．16， 球技

以外7 ．33， 文化部．01， 無所属．01と， 同じ運動部で

も球技関係とそれ以外で は意見が異なっ て い る。

3．子 どもの 頃の 遊び体験

屋外遊び，室内遊び
， 集団遊び ，

一
人遊びとい う

観点か ら16の遊びを取 り上 げ， 子 どもの頃に遊んで

い たか どうかを尋 ねた。 因子分析を行 っ た結果、 因

子数を 5にした ときに最適解を得た （表 3）。 男女

別の 平均値と合わせて考察すると
， 第 1 因子は男子

が よ くする遊び 、 第H 因子は女子が よくする遊びと

説明で きる。 第皿因子は買 っ た遊び道具や周りの 道

具を使っ た遊び 、 第N 因子 は体を使 っ たル ール の あ

る集団遊 び、 第V 因子は男子が好む典型的な室内遊

びとして とらえられる 。

　遊び能力は相互 作用能力 （能動 性 ， 応答力 ， 指導

力， 協力度 ， 喜悦度）， 創造的能力 （発想力，
工夫

力， 技巧度 ， 関心度〉
，
組織行動能力 槻則遵守度，

役割遵守度 ， 理解力）の 3つ の要 因で構成されて い

ると想定して い る 。 子 どもの 頃の 遊び能力を測定す

るために ， 下位項目に相当する12個の 質問項目を用

意 した 。 例えば
， 相互作用能力の 「指導力」で は

，

「遊びの ときに， みん なの なかで は，たい てい リー

ダー的存在だっ た」とい う質問に 4段階評定で尋ね，

「ひ じょうにそ うだっ た」を 4点 、 「どちらか とい

えばそうだ っ た」 を 3点、　「どち らかとい えばそう

ではなか っ た」を2点、 「ぜんぜ んそうで はなか っ

た」を1点とした 。 下位項目の合計を相互作用能力 ，

創造的能力 ， 組織行動能力の得点変数とした。

4．ス ポー
ツ とメディ ア との関係

　運動部に所属して い るこ とと
， 毎日の メディ ア行

動とは関係があるだろうか 。

　所属部で メ デ ィア行動を比較してみる と
，

テ レビ

視聴時間は無所属 と球技関係が長 く， テレビゲ
ー

ム

も無所属と球技関係が よく遊ん で い た 。 運動部は新

聞の ス ポ
ー

ツ欄に 関心が あり，
マ ンガの週刊誌をよ

く読んで い る。 テ レビ番組の嗜好をみると， 運動部

の人たちは，サ ッ カー
，バ スケ ッ トボー

ル など，や

はりスポー
ッ番組を好んで見て い る。 次にテ レビゲー

ムの ジャンル をみ る と
， 球技関係の人たちは

， 格闘

アクシ ョ ン
，

ス ポ
ー

ツ ゲ
ー

ム を好んでおり，
つ い で

，

慚 属の ものが多かっ た 。 これらの結果から
，

メディ

ア行動は運動の般化として見 られる場合 と浄化とし

て行われる場合の両方があるとい えるだろう。
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表 4　所属部 （クラブ）別にみた メディ ア行動

球技関係 球技以外 文化部　無所属　 t値

テ レ ビ視聴時間 　　 181．49 　156．α7　1S5．20

テ レ ビゲー
ム 頻度　　 1．61　 Lle 　　O．76

テ レ ビゲーム 時間　　62．41　 53．33　 47．14

毎週かか さず読ん で い る　O．46
　マ ンガの週刊誌がある

ちょ っ とした時間があ っ たO．35
　らテ レ ビゲー

ムで遊ぶ

194．88　　3．9σ鵬 零

　 1．66　 3，06嘆

71．20　　1，47

新聞の ス ポ ーツ 欄 を　 O．36 　 　（｝．3g　 　 O．12　 0，31　 3．gg ＊ 艦

　毎目かな らず見る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，42　　　　0，30　　　0、24　　4、98翠 竃

1．ドラ マ 　 　 　 　 　3．58
2 ，音楽番組　　　　 3．62
3．マ ン ガ 　 　 　 　 3．13
4 ．劇場用映画　　　　3．12
5．芸能 ・バ ラエ テ ィ 3．46
6 ，ク イズ ・ゲーム 　 2．62
7 ．プ ロ 野球 　　　　 2．64
8 ．サ ッ カ

ー
　 　 　 　2．90

9 ．バ ス ケ ッ トボ ール 2．42
10，マ ラ ソ ン ・駅伝 　 1．78
11，ゴ ル フ　 　　　 　 1．42
12，バ レ

ーボー
ル 　 　 ZSO

l3、テ ニ ス 　 　 　 　 　 2．20
14．高校野球　　　　　2．76

1．シ ュ
ー

テ ィ ン グ

2 ，
3，ア クシ ョ ン

4 ，格闘ア クシ ョ ン

5．パ ズル ゲー
ム

6 ．ス ポー
ッ ゲ

ーム

7 ．シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

8 ．ア ドペ ン チ ャ
ー

　 　 　 　 　 　 　 2．79
ロ ール プ レ イ ン グ 3．e52

，91Z952

，483
，152
，792
．56

0．21　　　 0．〔8　　　0、30　　5．17累 翠

たこ とを示して い る点は興味深い
。

コ ン ピュ
ー

タに

興味をもっ てい る （因子 皿）人は ， 創造的能力の

「工夫力」が高い 。 映像メ ディア （因子 1），マ ン

ガやテ レビゲーム （因子 H）を好む人は， 子ども時

代からテ レビゲームなどの室内遊びを好ん で い る。

表 5　遊び体験のスポ
ー

ッ ， メデ ィアへ の 影響

球技 球技 文化 無所 正選 　 メデ ィ ア 行動

関係 以 外 部 属 手 工 E 皿 W

3．28　　　3．66　　　3、60　　4．23竃 虞

3、51　　　　3．67　　　 3．61　　 0、68
2．97　　　 2．98　　　2、78　　3．36零

3．06　　　　3．12　　　2，92　　　1，29
3．39　　　 3，28　　　3，45　　0．79
2，45　　　 Z65 　　　2、51　　 0，B且

2．39　　　 2．22　　　2．36　　251
2．61　　　 2、16　　　2，44　　8，01富 剛

2．Ol　　 1，98　　 2．06　 4、46累 曜

1．80　　　　1．84　　　　1、57　　　1．99
135 　　　　1，28　　　　1，29　　　0，87
2，33　　　 2，82　　　2，34　　 3，01＊

1．63　　　　1、89　　　 1．69　　 8．69家 寧

2，56　　　　2，61　　　2，69　　　0．65

2．89　　　 2，47　　　2，51　　 251宰

2．96　　　 2，79　　　2，90　　0，52
2．75　　　 2．38　　　2．71　　 2，14
2．78　　　　2，03　　　2，74　　　6，18蜜 寧

2、3累　　　　2、73　　　2．51　　　1、11
2，57　　　　2，11　　　 2．65　　　8、73 宰 寧

2．25　　　　2，67　　　2，62　　　2，88＊

2．33　　　 2．85　　　2，62　　 1．86

相 互作用能力

　 能動性

応答力

　 指導力

協力度

　 喜悦度

創造的能力

発想力

工夫力

技巧度

　 閲心度

組 融行動能力

規則遵守度

役割遵守度

　 理解 力

遊 びの 種類

，t6i・

・O，12t

．13t

．14鱒

男の 子の 遊び ，17韓　 ．12・一．Slt一

女の 子の遊び

遊 び遭具を使 っ た遊 び

体を使っ たル
ー

ル の ある集団遊び

室内で する遊び

・．17騨　、【s●跏

，z7竃拿

．t2t

・，12t

．20tt

一．11敦

．17搴◎

一．13・

．謁 ．富
．．20髄

．19韓 　 ，17騨

．25 嘱嘸

．17師
．20tt

5．遊び体験 とス ポ ー
ツ ，

メ ディ ア との 関係

　子どもの頃の遊び体験や遊び能力が現在のス ポー

ツや メ ディ ア にどの ように影響 して い るかを重回帰

分析によっ て さぐっ た 。 その 結果， 球技関係や正選

手の人は遊び瀧力における相互作用能力の 「指導力」

に優れ ， 反対に無所属の人はその得点が低い こ とが

示されて い る 。 子 どもの頃に野球やサ ッカーな ど，

男の子が好む遊びをして い たこ とが現在の運動部へ

の所属につ なが っ てお り， 反対にそ うでない 人が文

化部に所属して い る 。

　映像メディ ァ を好ん だ り （因子 1） ， 流行に敏感

（因子 IV）な人たちは
， 創造的能力の 「関心度」が

高い
， すなわち， 子どもの 頃か ら好奇心が旺盛だっ
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